
「
高
弁
」
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中
野
市
立
ケ
花
表
山
古
窯
社
調
査

昭
和
四
四
年
一
二
月
七
日
所
用
の
た
め
、
立
ケ
花
の
穂
崎
神
社
一
段
か
ら
篠
井

川
へ
通
ず
る
島
民
道
を
歩
る
き
は
じ
め
る
と
、
左
手
の
高
台
に
士
臼
祭
祉
の
半
壊
さ

れ
た
の
を
発
見
し
た
。
永
井
本
広
の
採
土
地
で
、
プ
ル
ト
l
ザ
ー
が
粘
土
を
採

っ
た
跡
に
二
基
の
古
察
批
が
あ
っ
た
。

た
だ
ち
に
中
野
市
教
育
委
員
会
へ
報
告
し
た
。
市
教
委
は
地
主
北
原
菊
士
口
氏

(
立
ケ
花
〉
へ
発
掘
の
了
解
を
求
め
、
ま
た
、
永
井
本
広
と
も
交
渉
を
し
て
、

緊
急
発
銀
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
冬
期
は
絞
雪
の
た
め
鈎
査
が
で

き
な
い
た
め
、
雪
解
け
の
春
ま
で
待
つ
こ
と
に
し
、
永
井
本
広
で
は
、
そ
れ
ま

で
採
土
を
行
わ
な
い
と
の
了
解
が
つ
い
た
。

中
野
市
の
西
側
捕
に
は
丘
陵
が
細
長
く
横
た
わ
っ
て
、
こ
れ
を
向
丘
丘
俊
と
呼

ん
で
い
る
・
そ
し
て
こ
の
丘
陵
の
中
に
小
さ
な
起
伏
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
そ

ω

ω

 

の
斜
面
を
利
用
し
て
様
祉
野
が
点
復
す
る
。
安
源
寺

-m間
・
立
ケ
花

・
牛
出

に
は
無
祉
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
特
に
甘
い
間
の
茶
臼
機

・
大
久
保
地
仰
に
は
数

卜
基
の
然
枇
骨
骨
が
あ
る
。

一
O
数
年
前
に
土
飾
部
舶
の
出
土
を
伝
え
ら
れ
た
西
原
量
的
武
氏
〈
立
ケ
花
〉
の

お
宅
を
訪
れ
、
遺
物
を
調
査
し
た
時
に
、
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
償
問
油
開
を
出
し

て
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
部
海
の
道
普
請
の
折
に
輸
相
航
町
神
社
裂
の
進
協
か
ら
姶

金

Jド

汲

次

っ
た
も
の
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
そ
こ
で
祭
枇
の
所
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

穏
蛇
同
神
社
の
あ
る
一
殺
は
西
北
へ
緩
傾
斜
す
る
小
さ
な
丘
陵
で
良
質
の
粘
土

.
の
採
集
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
つ
て
立
ケ
花
に
は
士
一
瓦
工
場
が
沢
山
あ
っ

て
、
お
丘

村
勢
要
覧

を
見
る
と

明
治
か
ら

欄
昭
和
初
期

断
ま
で
は
相

時
当
の
生
産

図
額
で
あ
っ

ー
た
。
そ
し

m
て
、
そ
の

1-

材
料
は
立

ケ
花
一
裕

の
粘
土
を



用
い
、
今
も
土
取
り
の
跡
、
が
所
々
に
残
っ
て
い
る
。
「
な
ペ
土
」
「
ほ
う
ろ
く

原
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
の
も
興
味
深
く
、
良
質
の
粘
土
地
帯
に
関
係

あ
る
も
の
で
あ
る
。

最
近
は
、
こ
の
良
質
の
結
ムヱ
を
壁
土
と
し
て
移
出
し
、
削
平
さ
れ
た
跡
に
は

住
宅
の
新
築
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

2号祭主t発搬状況第2図

緊
急
発
掘
調
査
は
中
野
市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
昭
和
四
五
年
三
月
一

一六

日
か
ら
二
七
自
の
二
日
間
に
実
施
し
た
。
団
長
は
私
が
担
当
し
、
調
査
員
は
小

品体験
隙

・
回
川
孝
生

・
篠
原
長
則

・
奥
津
正
朔
・
中
丸
政
範

・
小
林
関
武

・
滝

沢
巌

・
武
間
清
美
・
金
井
文
句
の
諸
氏
に
願
い
。
調
査
協
力
は
中
島
庄
一

・
潟

橋
均
・
水
沢
克
己
・

小
林
清
一

・
潜
水
秀
美
・
望
月
静
雄

・
大
原
正
義
-
A
R
弁

正
=
了
山
本
正
秀
・
吉
原
佳
市

・
国
川
博
和
・
小
林
東

一
郎

・
田
川
俊

・
聞
川

逮

・
大
隅
京
子

・
海
野
多
美
子
若
等
の
手
に
よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た三
月
一
一
六
日
(
木
V

暗
午
前
九
時
に
現
地
へ
集
合
し
、
調
査
に
つ
い
て
の
打
ち

あ
わ
せ
を
行
う
。
打
あ
わ
せ
後
、
た
だ
ち
に
二
号
枇
潟
査
の
作
栄
に
う
つ
っ

た
が
気
温
が
降
っ
た
た
め
土
は
抽
出
っ
て
シ
ャ
ベ
ル
を
受
け
つ
け
な
か
っ
た
。

と
く
に
察
批
北
端
は
一
五
J
二
0
セ
ン
チ
の
凍
士
一
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
ク

ヌ
ギ
の
大
株
が
三
個
あ
っ
て
、
除
去
す
る
に
半
日
を
貸
し
て
し
ま
っ
た
。
一

面
に
ク
マ
サ
サ
が
あ
っ
て
こ
れ
も
刈
り
は
ら
っ
た
。

午
後
は
プ
ル
に
切
り
取
ら
れ
た
函
と
、
灰
原
と
怒
わ
れ
る
部
分
と
二
班
に
わ

か
れ
て
発
掘
、を
す
す
め
た
。
灰
原
部
は
地
表
下
一

0
セ
ン

チ
か
ら
灰
が
あ
ら

わ
れ
、
所
々
に
木
炭
片
も
ま
じ
っ
て
い
た
。
地
表
下
二
0
セ
ン
チ
か
ら
は
須

窓
務
の
破
片
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
久
ザ
入
り
の
祭
神
伴
も
出
土
し
は
じ

め
た
。
午
後
四
時
作
業
を
や
め
る
。

参
観
者
北
原
須
古

・
小
柳
忠
治
氏
ほ
か
多
数

一
-
一
月
二
七
日
(
金
〉
附
午
前
九
時
作
業
開
始
。
零
下
凶
度
に
は
閉
口
し
た
。
二
号

枕
上
で
焚
火
を
し
、
油
開
土
を
と
か
し
た
が
、
作
業
は
難
渋
し
た
。
本
日
は
二

号
祉
の
下
方
=
一0
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
一
号
祉
の
調
査
も
行
う
。
一
号
枇
は
ブ

-2ー



ル
に
よ
っ
て
削
平
さ
れ
た
た
め
念
峻
に
近
く
、
地
漏
出
に
残
さ
れ
た
焼
土
が
然

姿
の
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
祭
尻
に
は
こ
O
余
点
の
須
恋

紫
片
と
土
師
片
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。
測
震
を
す
る
。
二
号
祉
の
祭

底
に
は
多
数
の
須
恵
器
片
が
あ
っ
た
が
焼
成
台
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
た
。
灰
阪
か
ら
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
須
恵
器
片
が
検
出
さ
れ
、
滋
の
ツ
マ

、

閉
ざ

.
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l、2号祭枇実被j図第3図

ミ
に
は
然
印
「
X
」
あ
る
も
の
が
一
点
あ
っ
た
・
深
長
は
現
在
問

・
二
メ
ー

ト
ル
、巾
は
一

・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
写
真
鍛
影
を
し
測
定
を
す
ま
せ
た
ら

日
没
と
な
っ
た
。品静
観
者
畔
上
秀
緩
・小
林
小
衛
門
・北
原
秀
信
氏
等
多
数
。

一
号
祭
祉
は
旧
県
道
か
ら
約
二
五
メ
ー
ト
ル
錐
れ
丘
陵
の
中
附
以
下
寄
り
に
あ

っ
て
、
ぬ
近
か
ら
東
へ
約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
っ
た
。
プ
ル
の
た
め
削
平

さ
れ
て
令
説
は
明
確
で
な
い
が
、
燐
土
の
痕
跡
を
た
ど
る
と
長
さ
は
五

・
七
メ

ー
ト
ル
、

巾
は
焼
成
部
で
一

・
四
メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
小
形
の
も
の
で
あ
っ

た
。
進
鱗
の
状
況
か
ら
半
地
下
式
平
祭
で
あ
ろ
う
。

二
号
祭
…
地
は

一
号
祉
の
上
段
約
三
0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
中
腹
僚
に
あ
っ
て
、

活
斜
簡
を
利
用
し
て
構
策
し
で
あ
っ
た
。
主
体
部
は
プ
ル
の
た
め
鍛
酬
明
さ
れ
、

発
似
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ
た
の
は
灰
原
と
燃
焼
部
お
よ
び
焼
成
部
の
ほ
ん
の

一
部
の
み
で
、
開
蝿
長
は
凶

・
二
メ
ー
ト
ル
、
最
大
巾
部
は
一

・
八
メ
ー
ト
ル

で
、
原
形
は
八
J
九
メ
ー
ト
ル
位
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
焚
口
は
決
を
掻

き
出
し
た
た
め
か

一
メ
ー
ト
ル
と
一

・
一
五
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
穴
と
な
り

-3-

制
怖
さ
は
一-
一O
セ
γ
チ
で
残
さ
れ
た
政
は
マ
ツ

・
ナ
ラ

・
タ
芦
ギ
を
燃
料
と
し
て

使
刈
し
た
。
焼
成
総
口
に
は
苅
さ
一-一

O
セ
ゾ
チ
の
段
が
あ
っ
て
、
あ
る
い
は
宥

段
式
の
も
の
か
と
も
考
え
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
は
プ
ル
で
切
ら
れ
て
い
る
た

め
有
段
式
と
判
定
す
る
資
料
が
な
い
た
め
、

一
応
こ
L
で
は
半
地
下
式
登
祭
と

し
た
い
。
ス
サ
入
り
の
祭
擦
が
灰
原
か
ら
4

夕
食
に
検
出
し、

ま
た
残
存
壁
碕
に

も
ス
サ
入
り
粘
土
で
補
修
し
た
跡
が
あ
っ
た
。
酔
邸
前
は
一

0
1
一
五
セ
ン
チ
に

き
わ
め
て
聞
く
焼
け
て
い
る
た
め
、
こ
の
q
A
は
使
用
度
が
多
か
っ
た
も
の
と
忠

わ
れ
る
。
集
中
前
は
、
鐙
の
残
存
状
態
か
ら
約
.
メ
ー
ト
ル
と
推
定
し
た
・
天
井
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第4図

は
ド
I
ム
形
を
し

て
い
た
も
の
と
恕

わ
れ
る
。
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一
号
枇
の
遺
物

〈
第
四
国
同
・はM
〉

は
、
焼
成
部
入
ロ

の
右
手
の
所
に
一

括
し
て
所
在
し
て

い
た
。
M
は
大
獲

の
破
片
で
、
外
側

に
タ
タ
ミ
自
の
文

様
が

一
面
に
つ
け

て
あ
り
、
ニ
O
余

片
の
網
部
で
同
じ

個
体
の
も
の
で
あ

る
。
日
は
停
の
底

部
破
片
で
糸
切
底

で
あ
っ
た
。

3
は

土
師
質
の
掴
習
の
破

片
で
あ
る
。

-4-

五‘ー・岨・...... 

二
号
枇
の
遺
物

〈第
四
図

l
l
u
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日
山

1
却
〉
は
焼
成
部
・燃
鋭
部
・灰
仮
に
所
十
位
し
た
。
ー
は
H
X
鍋
町
民
の
破
片
で
無

文
で
あ
る
。2
は
鋸
の
政
什
で
こ
れ
も
無
文
で
、小
形
で
あ
る
。
4
1
6
は
ツ
マ

ミ
付
き
の
益
の
破
片
で
、
ツ
マ
・
ミ
の
門
板
は
低
く
門
川
平
だ
っ
た
。
ま
た
ツ
マ
ミ

の
上
爾
に
「
×
」
を
竹
ベ
ラ
印
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

8
1
ω
は
係
で
ロ
グ
ロ

目
が
よ
く
残
り
、胎
土
焼
成
と
も
に
か
な
り
良
好
で
、
底
部
に
は

ヘ
ラ
起
し
の
痕

が
残
っ
て
い
る
。
日
ー
は
は
荷
台
付
跡
で
、
一仙
台
一
は
低
い
。
日
は
廷
で
荷
台
付

き
の
制
部
以
下
の
敏
片
で
あ
る
。
ー
に
緩
統
す
る
か
と
も
総
定
さ
れ
る
。

M
m
l

mは
大
裂
の
破
片
で
あ
る
。
ク
シ
状
工
具
で
波
状
文
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
が
、

な
か
に
一
条
ま
た
は
二
条
の
沈
線
で
区
切
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
山
ゅ
の
破
片

に
は
文
様
は
見
ら
れ
な
い
が
、
須
郡
の
下
方
に
タ
ジ
白
文
が
活
け
ら
れ
た
も
の

と
忠
わ
れ
る
・
な
か
に
は
自
然
勅
の
に
じ
み
川
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
払胴
土

協
成
と
も
良
く
、
光
沢
が
あ
る
。

二
号
肢
の
遺
物
も
完
形
口
削
は
無
く
、

大
渡
破

片
八

O
余
点
、
婆
破
片
五

O
余
点
、
長
州
珊
箆
破
片
五
点
、
町仲
破
片
一
ニ
O
余
点
、

蕊
破
片
四
O
点
で
あ
っ
た
。

今
回
の
緊
急
発
御
調
査
は
、
一

nv枇
は
原
形
を
と
ど
め
ぬ
ま
で
の
大
破
、
二

号
祉
は
焼
成
部
を
僅
少
に
残
し
、
半
崎
棋
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
窯
姿
の

叫桝
造
M
U
充
分
に
犯
鑑
で
き
な
か
っ
た
。
周
辺
調
査
に
よ
っ
て
、
二
号
祉
上
方
約

一一一一
メ
ー
ト
ル
(
旧
県
道
よ
り
約
七
八
メ
ー
ト
ル
〉
の
所
に
二
基
の
窯
祉
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
を
三
号
枇
問
号
祉
と
し
、
m
M遣
に
而
し
た
所
に
巡
併

が
あ
る
。
三
号
枇
の
熊
床
は
巾

一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
四
号
祉
は
巾
一

・
=一メ
ー

ト
ル
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
完
全
に
残
在
し
て
い
る
も
の
と
怒
わ
れ
る
。

賞
置
な
文
化
財
と
し
て
保
護
す
る
必
裂
が
あ
る
。

逃
物
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
、
採
士
一の
プ
ル

で
す
く
わ
れ
、
ダ
γ
プ
ヵ
ー
で
持
ち
去
ら
れ
た
も
の
が
多
い
と
怠
わ
れ
る
。
残

存
の
遺
物
を
み
る
と
、

一
号
は
糸
切
底
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
世

紀
初
頭
と
考
え
、

二
号
祉
の
も
の
は
で
フ
起
し
聴
で
あ
る
こ
と
か
ら
八
世
紀
末

楽
と
推
定
し
た
い
。
特
に
ニ
号
枇
の
も
の
は
、
都
間
大
久
保

一
・
=一

・
阿
号
府
内

祉
の
遺
物
に
類
似
し
て
い
る
・

以
上
不
備
の
ま
L
調
査
の
概
要
を
述
べ
、

何
等
か
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く

と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
れ
ば
幸
甚
の
い
た
り
で
あ
る
。

ハ
日
本
考
古
学
協
会
長
〉

ー
、
大
川
清
・
金
井
滋
次
「
長
野
以
中
野
市
箪
間
然
災
巡
跡
」
信
濃
二
ハ
怨

一
一
号

2
、
中
野
市
教
育
委
員
会
「
安
源
寺
」
第
七
節
祭
駄
の
調
査
(
金
井
波
次
〉

- 5ー






